
令和８年度 実施 設計書 

審査者 設計者

1 式

　　排水調整池泥上げ 1 式

　　排水調整池流入水排水 1 式

　　排水調整池集泥 1 式

　　排水調整池清掃 1 式

１．工　期：　　 当 初 令和　 年　 月　 日  ～ 令和　8年　7月 31日

前 回 令和　 年　 月　 日  ～ 令和　 年　 月　 日

変 更 令和　 年　 月　 日  ～ 令和　 年　 月　 日

２．その他　　　単価適用日：令和8年4月1日

(参考資料)

摘

要

山形県企業局

委

託

概

要

　　２系排水池排水ルート変更

箇 所 名 笹野浄水場

委 託 名 排水調整池清掃業務委託

位 置 米沢市笹野町　地内



R8.2.4以降適用Ver2.

Ⅰ （必須）

（必須）

（必須）

（必須）

（必須）

Ⅱ ＩＣＴ建機による施工

Ⅲ 施工地域を考慮した共通仮設費率の補正及び計算

Ⅳ

施工地域を考慮した現場管理費率の補正及び計算

Ⅴ

Ⅵ 継続的に時間的制約を受ける場合の労務費の補正

Ⅶ 工期始 11月 工期末 3月 冬期屋外工事に関する歩掛の補正

Ⅷ

図面

土質

水位

その他 （ ）

Ⅸ

図面

土質

水位

交通誘導警備員Ａ 配置人数 15 人・日  

交通誘導警備員Ｂ 配置人数 6 人・日  

ポンプ排水 運転日数

工事用除雪 地域区分 C

その他 （ ）

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ その他

※入札参加者への留意事項

①

②

③

④

⑤

ICT施工経費

時間的制約を著しく受ける

詳細は特記仕様書を参照

時間的制約を受ける
労務費の補正

現場管理費の補正
(週休2日経費補正以外)

指定仮設

任意仮設

共通仮設費の補正
(週休2日経費補正以外)

歩掛の補正
(週休2日経費補正以外)

夜間工事の労務費の
補正

土質に関するデータの有無（柱状図等）

水位に関するデータの有無

任意仮設　「あり」

任意仮設に関する参考図の有無

指定仮設はありません

指定仮設に関する図面の有無

土質に関するデータの有無（柱状図等）

原則として、本書並びに別添（参考資料）以外の積算条件に関する質問には、回答できません。
特にⅡからⅦの「各種補正」の補正値と『見積単価等一覧表』以外の「設計単価等」の金額に関する質問には、回答できま
せん。

水位に関するデータの有無

本書並びに別添（参考資料）の有効期間については、この工事の入札日までとする。

本書、別添（参考資料）並びに設計数量計算書については、建設工事請負契約約款第１条第３項に定める「契約約款及び
設計図書に特別の定めがある場合」にあたるものではない。

本書に掲載する以外の積算条件は、別添（参考資料）に基づくものとし、別添（参考資料） を閲覧に供していない場合に
は、本書のみが積算条件を明示するものである。
本書及び別添（参考資料）は、発注者の積算条件を示すための資料であり、「入札参加者の自由な価格設定」及び「請負後
の施工条件を拘束」するものではない。

見積等による設計単価の明示が［あり］の場合は、「見積単価等一覧表」を参照
見積等による設計単価
の明示

以下に記載する『別添（参考資料）』とは、いわゆる『単価表まで明示した閲覧用設計書』及び『見積単価等一覧表』（見積等によ
る設計単価の明示がある場合）を示す。

共通仮設費、現場管理費、一般管理費の率は、令和7年度水道事業実務必携による

見積等による歩掛の明示が［あり］の場合は、「見積歩掛等一覧表」を参照
見積等による歩掛
の明示

数量計算書のとおり

「積算に関する条件明示書」（参考資料）

明　示　項　目 明　示　事　項　（　条件及び内容　）

適用する土木工事
標準積算基準書

国土交通省版【共通編】 令和7年度版

県　版

水道事業実務必携

令和7年10月１日以降適用

施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の
補正（積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合）

工期

一般交通影響有り(2)-1

市街地(DID補正)(1)-1

12月1日～3月31日までの工事期間

令和７年度版

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり

なし あり































工　種 種　別

◎排水調整池清掃

●排水・泥上げ・清掃

　２系排水地排水 1 式

　ルート変更

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ運転 設置位置：12号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ　（常時排水） = 3 日

4ｲﾝﾁ

排水管蓋設置・撤去 12号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ = 1 業務

土のう工　購入土 12号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ15袋+13号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ15袋 = 30 袋

仕拵・積立・撤去

　排水調整池 ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 排出口を12池、14池に2本ずつ設置⇒11池に1本、13池に2本、15池に1本移設 1 式

　泥上げ

ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ運転 設置位置：排水調整池　（作業時排水） = 3 日

6ｲﾝﾁ×4台

土のう工　購入土 天日乾燥床No.11～15(5箇所)×20袋/箇所 = 100 袋

仕拵・積立・撤去

 

　排水調整池 天日乾燥床集水桝 1 式

　流入水排水

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ運転 設置位置：天日乾燥床集水桝　（常時排水） = 3 日

6ｲﾝﾁ

土のう工　購入土 天日乾燥床集水桝 = 5 袋

仕拵・積立・撤去

　ポンプ設置・撤去 1 式

ポンプ設置・撤去 12号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ、天日乾燥床集水桝、排水調整池 = 3 箇所

　排水調整池集泥 1 式

集泥作業（人力） = 3 日

集泥作業（機械） 別紙より 855.6 m3 ≒ 860 m3

3ｔﾌﾞﾙ

機械移設 = 2 回

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ25t

　排水調整池清掃 1 式

高圧洗浄機清掃 （排水調整池1,427m2） = 1 日

 数　 量　 計　 算　 調　 書 上段：当初
下段：変更

数量算　　　　式

山　形　県



工　種 種　別

 数　 量　 計　 算　 調　 書 上段：当初
下段：変更

数量算　　　　式

　スクリーン前 1 式

　土のう工

既設土のう撤去 排水調整池ｽﾘｰﾝ前面　幅1.50×高さ0.50　 = 0.8 m2

小口並べ

土のう積工　購入土 排水調整池ｽﾘｰﾝ前面　幅1.50×高さ0.50　 = 0.8 m2

仕拵・積立　小口

　資材費 1 式

高密度ポリ管 損率30% 0.80m×5箇所 = 4.0 m

φ600　天日養生用

養生シート　3.6×5.4m 全損 1池あたり３枚 = 15 枚

ポリ　天日養生用

送水ホース 全損 100 ｍ

φ150

山　形　県



名　称 規格寸法

貯留汚泥高さ =

下延長 a = b =

上面積 A = 58.56+0.8*1.5*2 = B = 24.36+0.8*1.5*2 =

H=0.80m

汚泥量計算式 V=(H/6)*((2A+a)*B+(2a+A)*b)  (四角錐台の公式 )

汚泥量 =

H=0.80m

集泥量 汚泥量の70%計上 =

天日容量 V= 282.3*1.0 =

H=1.0mとする

天日必要池数 / =

⑪～⑮池　に　H=1.0m程度排泥する

算　　　　　　　　式 数　量

排水調整池　排泥量 計　算　書

m0.80H=

26.76

m3

m3

池1,222.36 282.30

m3

N=

V=

58.56 24.36

60.96

1,222.36

V= 855.65

282.30

4.33

2
4
,3
6
0

58,560

1
：1
.5



位　置　図

業務箇所
（企業局置賜電気水道事務所）

実施
図番 2葉1

委託名

位　 置

縮　 尺

山　形　県　企　業　局

令和 8年度

笹野浄水場排水調整池清掃業務委託

米沢市笹野町地内

位　置　図　　　１　葉　１



⑧土のう設置

縮    尺 NON 山形県企業局

位    置 米沢市笹野町地内

笹野浄水場　平面図 1葉1

令和　8 　年 度 図 番 2 葉 2

委　託 名 笹野浄水場排水調整池清掃業務委託

②土のう設置

赤坂排水ルート

1系排水池

境の沢排水ルート

業務内容

① 排水調整池水位・１系排水池排水ルート変更（企業局職員にて実施）

② ２系排水池排水ルート変更
・土のう等で調整池流入水（12,13号雨水MH内）せき止め。
・12号雨水MHに水中ポンプ設置、運転し赤坂排水ルートへ排水）

③ 泥上げ（天日乾燥床養生、サンドポンプで天日乾燥床に泥上げ）
④ 排水調整池流入水排水（水中ポンプで境の沢排水ルートへ排水）
⑤ 集泥作業（人力及び機械で排水調整池内集泥）
⑥ 清掃作業（高圧洗浄機で排水調整池内清掃）
⑦ 土のう積工（排水調整池ｽｸﾘｰﾝ前面）

②土のう設置

⑦土のう積工

①仕切弁にて赤坂排水ルートへ
（企業局職員操作)

②水中ポンプで
赤坂排水ルートへ

③養生（土のう設置

④土のう設置

③養生（土のう設置

③養生（土のう設置

12号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

13号雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

天日乾燥床集水桝

2系排水池

④水中ポンプで排水調整池流入水を
境の沢排水ルートへ

排水調整池

③サンドポンプで
天日乾燥床に泥上げ

⑤人力及び機械で
集泥作業

⑥高圧洗浄機で清掃作業

排泥箇所については天日

乾燥床維持管理業務委

託と調整すること。

③養生（土のう設置

③養生（土のう設置


